
第 16 回倫理委員会議事録 
 

１.日時：平成 28 年 12 月 16 日（金） 
午後 17：00～17：30 

２.場所：第一会議室 
３.出席者：鈴木院長、雅楽副院長、神田薬局主任、真鍋医師、田中 
     後藤、木村 
４.審議対象 骨粗鬆症性椎体骨折偽関節発生についての調査票 1 件、 

1F 看護研究、計 2 例 
５.審査内容 

(1)整形外科非常勤医師：佐藤達哉、共同研究者：雅楽十一、真鍋亘 
テーマ「認知症高齢者に対する看護師の現状・対応について考える」 
審議内容・研究予定期間での症例数は？ 

平成 28 年 12 月 1 日からの 1 年間、全 20 症例を目標とする。 
・申請者の人事異動等で研究の調査票回収が途中で終了する可能 

性がある。 
    ・患者条件としては、認知症を除く、65 歳以上の患者とする。 

以上、承認とする。 
 
 (2) 看護部 1F 病棟 担当者：後藤江里子、井上直美、木村ゆみ子 

テーマ「当病棟における術後せん妄スタンダードプランを用いた介入と

効果の検証」 
審議内容・研究目的を含む協力依頼の用紙を作成、また、本人・家族へ

の研究同意書を作成する事が必要である。 
        以上、研究を行う上で必要書類として提出することを条件に

承認とする。 
 

以上 
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